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               2次元ハード乱流


























              A1fvεn Waveに関する話題







ながら（Urata and Hatori（1991），Hatori and Urata（1992）），磁力線のカオス構造とA1fvεn
WaVeのアンダーソン局在という新しい視点からその機構を説明できることを示した．不安定
性によって生じた二つの性質の異る磁気島が空間的に接触するまで発達すると，急激に時間発
展が早まるということがシミュレーションの結果である．理論解析によれば，磁力線のカオス
構造が起こればA1fv6nwaveが発生し，その波は局在化する可能性が大であることを示すこと
ができる．この機構でプラズマは爆発的な変化をとげ，当然乱流状態を作り出す．乱流に伴う
異常電気抵抗により強い磁気再結合が起こることが予想される．太陽表面のnare現象に対し
て私はこのようなイメージを持っている．
 このような激しい緩和現象が起こったあかづきにどんな準定常状態に落ちつくかの問題は
MHDの主要な研究課題である．例えばJ．B．Tay1orのforcefreestateに導く変分原理の理論
